
B級

災害対策のスペシャリスト

（専門性の習得）

C級

災害対策のジェネラリスト

（全体像の把握）

A級

災害対策のデザイナー

（未来の設計）

一般社団法人 災害対策
トレーニングセンター支援会

東京大学生産技術研究所附属
災害対策トレーニングセンター

ご相談
お申し込み

災害対策士ホームページ

https://dmtc-sa-dms.com/exam/procedure/

東京大学生産技術研究所附属「災害対策トレーニングセンター」の研究・

教育成果をもとに、2024年に創設された災害対策の「能力認定制度」。

災害対策士は、「8分野・47種」に体系化された災害対策業務を、技能と

知識の両面で習得し、その能力を定期的な更新試験によって保証する

災害対策の「スペシャリスト」で、災害対策の最前線で活躍します。

＜災害対策士の特長＞

①：8分野＊/47種の災害対策業務に対応した知識とスキルを体系化

②：活動レベルに応じて、A級・B級・C級の3階級に分かれる

③：定期的な更新試験で、常に最新かつ現場対応力のある能力を保障

災害対策士とは
Disaster Management Specialist：DMS

災害対策のスペシャリスト

“災害対策士”

＊災害対応の8分野

1 災害対策原論：災害を理解し知識体系を構築  　　 2 ガバナンス：組織の意思決定・行動力を高める

3 災害情報：判断の質を高める情報処理技術     　　 4 救助・災害医療支援：命を守る多分野の連携知識

5 避難・被災者支援：避難行動と生活支援の実践力   6 地域再建支援：住まいと地域活動の再建支援

7 社会基盤システム再建：インフラ復旧の総合工学   8 社会経済活動回復：家計・企業・行政の復興知識 

＜３つの階級＞

https://dmtc-sa-dms.com/exam/procedure/


一般社団法人 災害対策
トレーニングセンター支援会

災害対策士「B級」では、同「C級」で培った広範囲な災害対策ナレッジを土台に、

5つの分野において「知識」と「技能」の両面から専門性を深め、実践的な能力を習得します。

災害対策士が提供する専門性

災害対策本部運営（EOC）

Emergency Operations Center　　

[ 代表・目黒公郎メッセージ ]

住家被害認定調査（THM）

The Housing Management

災害廃棄物マネジメント（DWM）

Disaster Waste Management

避難所運営（TSM）

The Shelter Management 

救助・救護対応（TSR）

The Search and Rescue 

[ 災害対策士の声 ]

災害の激甚化と社会の脆弱化が進む中、公助だけに頼る対策に

は限界があります。これからは「自助・共助・公助」の連携が

鍵となり、それを担う実践的な人材が求められます。

「災害対策士（DMS）」は、災害対策に関する8分野・47種の

実務能力を体系的に学び、広範なマネジメント力と実行力を備

えた専門家。更新制度により常に現場対応力を維持し、地域の

レジリエンスを支えます。日本の、そして世界の災害対策をリ

ードする皆様の挑戦を心よりお待ちしております。

目黒公郎。東京大学生産技術研究所教授、東京大学大学院

情報学環総合防災情報研究センター長。防災マネジメント

の第一人者。国の政策立案やメディア解説にも多数関与。

株式会社NTT東日本
高津 諭

災害に強いまちづくりの実現に向け、災害時
に求められる基礎知識や対応業務を学びまし
た。災害対策士は知識だけでなく、実践力や
地域での活用を重視した構成で、共創的な地
域強靱化に貢献できる力を養えます。段階的
なキャリア形成が可能な点も魅力です。

株式会社NＴＴ-ＭＥ
松本 翔平

災害対策業務に従事する中で受講し、C級・B級
を通じて災害対応の基礎から現場運用までを幅
広く習得。特に「B級」ではEOCや避難所運営
の実体験を通じ、災害前に準備すべき視点や支
援行動を深く理解できました。実務に即した訓
練で実践力が大きく向上しました。

東京大学生産技術研究所附属
災害対策トレーニングセンター


